





















(1)母音愛化をf半うもの:goose (ガチョウ)→geese，man (男性)→men，mouse (ハ
ツカネズミ)→ mice，woman (女性)→womenなど
(2)語尾に-en [-renJ をつけるもの:child (こども)→children，ox (雄牛)→
oxen 


















主格(-は) lC Wlt we 
属格(-の) 町ln uncer ure 
対格(-を) 質問 unc us 
与格(-に) me unc us 
14世紀後半頃の l人称代名詞:
単数 複数
主格 1， ich we 
属格 my， m戸1 our， oures 




属格 my our 



























































主格 he hit heo 
属格 his his hiere 
対格 hine hit hie 
与格 him him hiere 
14世紀後半頃の3人称単数代名詞
男性 中性 女性
主格 he hit， it sho， she 
属格 his his hir， her( e)s 
対・与格 him hit， it hir， her 
現代の3人称単数代名調
男性 中性 女性
主格 he lt she 
属格 his lts her 













属格 hiera， heora 






































u:， e:]であった。従って、we[we:] (ウェー )，myn [mi:n] (ミー ン)，u問と oure[u:re] 
(ウー レ)，us [u:s] (ウー ス)，unc [unk] (ウンク)などのように発音された。
4 14世紀後半頃の属格にはなぜ2つの形 (myとmyn，ourとoures)があるのか。
l人称単数属格mynは1200年頃から /h/以外の子音の前で語尾の-nを落とし始めた:
my(mi) lif(=my life). ただし、母音と /h/の前では -nは保たれた:myn(min) aunt(=my 
aunt)。こうすることによって発音がしやすくなった。また、 1. 2人称単数以外の属格代










ただし、 [e，d]を表す文字が欠けていたので，ルーン文字から t(名称はthom(ソー ン))























Though you did love this youth， 1 blame ye not， 



















なぜ、 hie，hiera， himなどに替わって、途中から they，their， themが使用されるようになっ
たのか。
英語本来の3人称複数代名調は主格・対格がhie. 属格がhiera与格がhimであったが、
それらの形は3人称単数女性形の主格heo、属格hiere、与格hiere、そして、男性・中性
形の与格himと同じ、または、類似しており、よく混同された。それを解消するために、
1200年頃から北欧の言語で用いられていた出eyが徐々に用いられるようになった。しか
し、 14世紀後半頃は、属格、与格、対格では、まだ英語本来の hir.hemが用いられており、
北欧語起源の their.themがそれらに代わって用いられるようになったのは 15世紀以降で
ある。(注2)
6 まとめ
英語学習者にとって最も馴染みのある人称代名調の歴史的変化を生徒に提示して、彼らの
質問・疑問に対してわかりやすく説明する過程で、今の英語では見られない文字が使われて
いたこと、その当時の人称代名調はどのように発音されたのかなど、生徒が興味を持つよう
な授業になると思われる。このような英語の歴史をテーマにした授業を各学期1回くらい実
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施することで、英語に関する生徒たちの理解を深められる。
注 1 ShCYMはShakespeare，Cymbelineの略
2 それぞれの聞いに対する説明の多くは宇賀治 (2000)に依った。
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